
'97年
12月2日[火]198年1月25日[日]

渋谷区立松濤美術館
〒150東京都渋谷区松濤21414

TEL03 3465 9421

■開館時間=午 前9時 午後5日寺[入館は4時30分まで]

■休館 日=12月 8日[月]、14日[日]、15日[月]、22日[月]、24日[水]、29日[月]
～1月3日[土]、5日[月]、11日 [日]、12日 [月]、16日 [金]、19日 [月]

■入館料=一 般300円/小 中学生loo円

65歳以上の方及ひ障害者の方は無料

■主催=渋 谷区立松濤美術館

朝日新聞社
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「千手千眼観春像J′j栗ヽ山木 音堂 (新潟・′j 千ヽ谷市 )



「自刻像」陰涼寺(京都・八木町)

かつて/i穀を断って木実を食する木食行という厳しい修行があり、その行者

は本食と呼ばれました=木食僧には各地に修行して素朴な仏像を彫|)遺した

者もいましたが、中でも |(くちl11)を付けた本喰の名でおιしまれている行道 (4i

道は得度||キの名、後に/[行‖F薩と名の|)を改め、最1晩年には利1通光|り||り1満111

人とも|′1称)は、日本各地をあまねく廻り歩いて多くの仁、像やilドμlを遺したこと

で知|られています:

木1喰は,I:戸中1明の 14保 三年(1718)に||1斐(||1梨り:1)の後tしい山村にノliまれ、

」 l歳 で出家、νЧトノ「歳の時に本食得↓γj L人から木食戒を受けていますc

/il六 歳から日本廻1可に出 立し、文化 しイ|:(1810)に 九 卜 1歳で没するまで

の後
｀
11/11のほとんどを旅に,1らしました[六 1歳を過ぎてから仁、像を彫り始め、

八 l llKでT体 仏の造 ■を発願=以後 「年ほどの間に代ノ(作を各地で次々と

彫りllげています :

旅の僧であった木喰がわずかな道り[で気,時||りに彫りLげた仏像は、専門仁、

師の仏像のようなノ(1白iの仕 11げをしていない、いわば素人の造形ですが、金箔

に覆われた伝統的な仏像には求めることのできない,キl[も1)と、修行の果てにたど

り着いた厳しい宗教的境よ也が滲み出ており、 ^1化に沈滞していたといわれる,|:

′flll代の宗教)t術にあって、独 |′|の光彩を放っています=卜1じ,I:りflll代の造

仏工11としてi科:価の高い円空の仁、像が|「[新t的なL7」れ味を見せるのに対し、本喰

仏には

'J念

に彫|)込まれて丸みを71iびたものが多く、本喰の,Il[かな人11がその

ままノ
`れ

たような微笑を浮かべていますが、それを
′、i:|)伝えてきた各地の人々

の和t本卜な信仰も、そこに1洗みlkれるように′思われます:

この展り[会は、ノヽ |‐llk以降の円熟リリ|の作品を中′とヽとした|′i ll点 ほどによ

って、本喰仏の||[界をlll観しようとするものです=

■講演会

■美術相談

■美術映画会

1月10日(土)午後2時～ 「木喰仏と近世の仏像」

跡見学園女子大学名誉教授 三山 進

12月20日 (土)午後2時～4時 相談員:磯村敏之 (油彩)、松島靖 (水彩画)

1月25日 (日)午後2時～4時 相談員:佐久間公憲 (,由彩)、戸田康―(日本画)

12月23日(火)午後2日寺～3日寺

「国宝 中宮寺・広隆寺J「国宝

1月24日(土)午後2日寺～3日寺

「国宝 室生寺・ネ申護寺」「国宝

東寺」

十一面観音」

「子安観音像J光明寺(愛媛・伊予三島市)

,r■

「葬頭河婆像J東光寺(兵庫・猪名川町)
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